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The purpose of this studyis
to
propose a hypothesis concernlng the process of psychologlCal

Weanlng 打om the perspective of how children perceive their relations towards parents．Three－

hundred－and－One partlClpantS，ranglng丘■Om junior止igh school，hig壬l－SChool，universlty tO graduate－

SChooIstudents，described their relations towards parents．Based on
analyses oftheir responses，the

bllowing three hypotheses are proposed．（1）Nine types of relation towards parents were observed：

トentrusting themselves to parents，2－imitating parents，3－relying on parents only wbenin

trouble，4－Separatlng なom parents，5－desertl‡lg parentS，6－COn血・Onting parents，7－aCCeptlng

parents as anindividualperson，8－Sympathizing wit‡lparentS，and 9－SuppOrting parents．（2）

Psychologicalweaning progresses according the above ordeこ（3）The ninth stage represents the

COmpletion of tbe psychologlCalweanlng prOCeSS，Wbere the child and the parents depend on each

otheこ

鑑ey words：pSyChologlCalweanlng，Child’s relation towards parent，COgnltlOn，parenトChild relations

問題と目的

心理的離乳とは，Hoi血gⅥrOrth（1928）によって

提出された概念である。Ho11ingworth（1928）は，

生理的な離乳と対比させて，家族からの自立の過程

を心理的離乳とよんだ。西平（1990）は，心理的離

乳を第一次，第二次，第三次という段階に分けてい

る。第肌一次心理的離乳とは，思春期から青年中期に

おいて親からの離脱，依存性の払拭に重点が置か

れ，第二次心理的離乳とは，青年中期から青年後期

において自律性の獲得に重点が置かれるものである

（西平，1990）。そして，第三次心理的離乳とは，人
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間が本当の意味で自己実現を果たすために必要にな

る課題であるという（西平，1990）。また，落合

（1995）は，親子間の心理的距離の大きさの変化に

着目して，心理的離乳への5段階過程仮説を提唱し

ている。すなわち，「ト親が子を手の届く範囲に

置いて，子どもを抱え込み養う親子関係」，「2【親

が子を目の届く範臥こ置いて，子どもを危険から守

る親子関係」，「3－親が，自分の目の届かない遠く

に行ってしまった子どもの成長を念じる親子関係」，

「4－親が子との距離を最も大きくとり，子どもと

手を切る親子関係」，「5一子は子でありながら親に

なり，親は観でありながら子になる親子関係」とい
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う5段階である。この仮説について，落合・佐藤

（1996）は，実証的な検討を行っている。落合・佐

藤（1996）は，6種類の親子関係を抽出し，落合

（1995）によって提唱された仮説に類似した心理的

離乳への5段階過程を見出している。すなわち，

「1－親が子どもを抱え込む親子関係／親が子と手

を切る親子関係」，「2一親が外界にある危険から子

どもを守ろうとする親子関係」，「3一子どもである

青年が困った時に，親が助けたり，励まして子ども

を支える親子関係」，「4一子どもが親から信頼・承

認されている親子関係」，「5－親が子どもを頼りに

する親子関係」という5段階である。

ところで，親子関係には，「子の親に対するかか

わり方」と「親の子に対するかかわり方」という

「かかわり方の主体」に関する2つの側面がある。

さらに，その2つのかかわり方を，「子がどのよう

に認知しているか」と「親がどのように認知してい

るか」という「認知の主体」に関する2つの側面も

存在する。そして，親子間の認知のズレについても

問題になると考えられる。これらの側面を組み合わ

せて，親子関係を検討するための観点を′払blelに

整理した。この整理をもとに，落合（1995）によっ

て提唱された心理的離乳への5段階過程仮説と，落

合・佐藤（1996）による実証的研究は，心理的離乳

への過程について「親の子に対するかかわり方」を

「子がどのように認知しているか」という観点から

検討した研究であると位置づけることができる。そ

れに対して，本研究では，心理的離乳への過程につ

いて，「子の親に対するかかわり方」を「子がどの

ように認知しているか」という観点から検討してい

くことにする（nblel参照）。

これまでに，「子の親に対するかかわり方」を

「子がどのように認知しているか」という観点から，

親子関係について検討した研究として，次のような

研究が挙げられる。井上（1975）は，青年の親に対

する客観的な評価は，「信頼一批判一理解」というよ

うに発達的に変化することを指摘している。／ト高

（1998）は，「青年の親への態度・行動」として，

「fl親からのポジティブな影響の因子」，「f2彩まと

の対立の因子」，「f3親への服従の因子」，「f4親と

の情愛的絆の因子」，「f51人の人間として親を認

知する因子」を抽出している。さらに，小高

（1998）は，二次因子分析を行ない，「FI親への親

和志向の因子」，「FⅢ親からの客観的独立志向の因

子」を抽出し，その高低の組み合わせによって，親

子関係の4類型を提唱している。西平（1952，

1990）は，青年の親への感情について，「愛の次元」

と「力の次元」を見出しており，それらの2つ次元

を2軸として，青年の親への態度を4分類してい

る。親子関係における「愛の次元」とは「自己との

共鳴，一致，近しさなどの親近感一疎遠感」を表し

ており，「力の次元」とは「社会化された評価，崇

拝，批判など高い一低い，尊敬一軽蔑」を表している

（西平，1990）。本研究では，以上の先行研究を参考

にすると同時に，実際に子が認知している「子の親

に対するかかわり方」に関する記述を青年から収集

する。そして，収集された記述をもとにして，心理

的離乳への過程について検討を行なう。

本研究の目的は，「子の親に対するかかわり方」

を「子がどのように認知しているか」という観点か

ら，心理的練乳への過程に関する仮説を提起するこ

とである。

方 法

＜調査回答者＞ 回答を分析した調査回答者は，以

下の通りである。宮崎県内の中学生71名（男性30

名，女性41名，平均年齢13．31歳（SD＝1．24）），宮

崎県内の高校生62名（男性31名，女性31名，平均年

齢16．29歳（SD＝0．98）），茨城県内の大学生152名

（男性49名，女性103名，平均年齢18．47歳（SD＝

0．56）），茨城県内の大学院生16名（男性11名，女性

瀧blel親子関係を検討するための観点の整理

かかわり方の主体

認知の主体
子の親に対するかかわり方 認知のズレ 親の子に対するかかわり方

子による認知 今封検討する観点

一一▼－【▼ケ

←

ギャップ

落合（1995）の心理的離乳

への5段階過程仮説

落合・佐藤（1996）の心理

的離乳への5段階過程

認知のズレ †↓ギャップ †↓ギャップ

親による認知

一一－ケ

くトー・一

ギャップ
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5名，平均年齢24．94歳（SD＝1．61））。調査回答者

は，全体で301名（男性121名，女性180名）であった。

＜調査時期＞ 2005年7月。

＜調査内容＞「子の親に対するかかかわり方」の

認知に関する記述を幅広く収集するために，以下の

3種類の質問文を呈示して，母親と父親について

別々に記述を求めた。

（1）「日ごろ，あなたは自分の母親（父親）と，

どのように接したり，かかわったりしていますか。」

（2）「日ごろ，あなたは，自分の母親（父親）に

対して，どのようなことを思っていますか。」

（3）「あなたが，自分の親について，思ったり，

考えたりしていることを自由にお書きください。」

各質問文に続けて，「わたしは母親（父親）＿」

という未完成の文章を複数呈示して，回答を求め

た。なお，「母親（父親）」という書き出しでは，書

きにくい場合は，「母親（父親）」を外して回答して

もかまわないことを教示した。

＜分析手続き＞ 収集された「子の親に対するかか

わり方」の認知に関する記述を，以下の手続きで分

類，整理した。

初めに，収集された記述を内容の類似度をもとに

分類し，グループとしてまとめた。続いて，分類さ

讃lた各グループを整理して，子が認知する「子の親

に対するかかわり方」のカテゴリーとして，さらに

まとめた。

なお，収集された記述の内，「母親（父親）はや

さしい」，「母親（父親）から送り迎えをしてもら

う」などのように，子が認知する「子の親に対する

かかわり方」には含まれないと考えられた記述は除

外した。

結果と考察

1．「子の親に対するかかわり方」の認知に関す
る記述の整理

収集された「子の親に対するかかわり方」の認知

に関する記述を分類，整理した結果を′払ble2にま

とめた。収集された記述は，44グループに分類され

た。さらに，分類された44グループを整理した結

果，子が認知する「子の親に対するかかわり方」に

ついて，「子が親をたよりにするあり方」をもとに

した，9種類のかかわり方が見出された。そして，

それぞれの「子の親に対するかかわり方」につい

て，「父親にかかわるあり方」と「母親にかかわる

あり方」という2つのあり方が得られた。したがっ

て，子が認知する「子の親に対するかかわり方」に

ついて，9×2の計18カテゴリーが見出された。各

グループの記述例と記述数については，Appendix

に整理した。

収集された記述を整理する上で，「43）親を信用

している」というグループは，「親をたよりにする

あり方」の「親をたよりにする」ということと，意

味的に重複していると考えられた。そのため，

取ble2の整理には含めなかった。また，「44）親に

感謝している」というグループには，「親が家事を

してくれたことに感謝している」，「親が自分を応援

してくれたことに感謝している」，「親が自分を育て

てくれたことに感謝している」，「親が自分を生んで

くれたことに感謝している」などの内容の違いがみ

られた。さらに，「44）親に感謝している」とは，

「親をたよりにする」，あるいは「親をたよりにして

きた」ことを子が実感する中でみられるかかわり方

であると考えられる。こ讃tらのことから，「44）親

に感謝している」というかかわり方は，「親をたよ

りにするあり方」の各段階に対応する内容が存在す

ると考えられた。そのため，取ble2の整理には含

めなかった。

以上のように，子が認知する「子の親に対するか

かわり方」について，「子が親をたよりにするあり

方」という観点が見出された。高橋（1968）は，

「自立とは依存性のひとつの状態として記述しうる」

として，依存性の発達について論じている。また，

相木（1998）は，親が高齢化した段階では，子の無

能・未熟ゆえに成立した親から子への養育＝資源投

資は，子から親へと，投資の方向が逆転することを

指摘している。「子が親をたよりにするあり方」と

いう観点は，これらの「依存性の発達（高橋，

1968）」や「親子間の資源投資関係の逆転（相木，

1998）」という内容を検討する上でも有効であると

考えられる。

また，各段階の「子の親に対するかかわり方」に

は，「父親にかかわるあり方」と「母親にかかわる

あり方」の2つのあり方が得られた。ここでの「父

親」と「母親」とは，実際の父親と母親のことだけ

ではなく，心理的な意味での父性と母性も示してい

る。すなわち，「父性」とは，「決断・区別」を基本

的な機能とした，権威者，指導者，統制者としての

親のあり方であり，親子関係における力関係で働く

と考えられる。「子の親に対するかかわり方」の

「父親にかかわるあり方」には，このような権威者，

指導者，統制者としての親に対するかかわり方に，

自らが父性を発揮していくことも含ま讃tるといえ

る。一方の「母性」とは，「養うこと」を基本的な

機能とした，養育者，支持者，保護者としての親の

あり方であり，親子関係における愛情関係で働くと
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考えられる。「子の親に対するかかわり方」の「母

親にかかわるあり方」には，このような養育者，支

持者，保護者としての親に対するかかわり方に，自

らが母性を発揮していくことも含まれるといえる。

2暮 子が認知する「子の親に対するかかわり方」

の概略

取ble2に整理されたように，子が認知する「子

の親に対するあり方」は，「子が親をたよりにする

あり方」という観点をもとに，9種類に分けられ

7もble2 子が認知する「子の親に対するかかわり方」の整理

父親にかかわるあり方 子が親をたよりにするあり方 母親にかかわるあり方

・権威者・指導者・統制者として ・養育者・支持者・保護者としての
の親に対するかかわり方 親に対するかかわり方

・自ら父性を発揮するかかわり方 ・自ら母性を発揮するかかわり方

・親子の力関係からみたかかわり方 ・親子の愛情関係からみたかかわり方

（父性） （母性）

助ける 9 親をたよりにすると同時に親 養う

40）親を助ける のたよりになり，子が親を 42）親の相談に乗る

41）親と対等にたよりあう 匿夏葛
尊重する 8 親をたよりにすると同時に親 いたわる

35）親を尊敬している のたよりになりたいとして， 37）親をいたわる

36）親を信頼している 子が親を 38）親は大切な存在であると思う

匿亘夏蚕 39）親に同情する

認める 7 親をたよりにできるかどうか 受容する

31）親とは別個の人間である にかかわらず，子が親を一人 33）親を受容する
32）親の苦労を理解する の人間として

匪変調
34）この親でよかったと思う

越えようとする 6 親をたよりにする関係の 向き合おうとする

28）親を乗り越えたいと思う ‡変化を求める∈ 29）親との関係を続けていきたい

30）親のことを理解したい

蔑視する 5 親をたよりにしてもしかたが 否定する

24）親を蔑視する ないとして，子が親を 26）親を否定する
25）親に似ていることが嫌だ 医重電 27）親について考えることはない

批判する 4 親をたよりにしたくないとし 距離を取る

14）親を批判する て，子が親から 19）親との距離を取る
15）親と対立する 徹れようとする 20）親に秘密を持つ

16）親を信用していない 21）親が嫌い

17）親に生理的嫌悪を抱く 22）親に反発する

18）力関係でのアンビバレントな 23）愛情関係でのアンビバレント

気持ちを親に抱く な気持ちを親に抱く

助けてもらう 3 困った時には親をたよりにし よりどころにする

12）困った時には親の助力を求め て子が親に 13）困った時には親に相談する
る 圏

習う 2 たよりになる理想的な親を子 遊ぶ

7）親の期待に合わせて演じる が 8）親と一緒に活動する

6）親の期待に合わせる 翻 9）親が好き

4）裁から学ぶ 10）親と会話する
5）親をモデルにする 11）親に友だちのようにかかわる

従う 1全面的に親をたよりにして， 密着する

1）親に従う 子が自分を親に 2）裁といっしょにいると安心す

匪蚕豆 る

3）親にかくしごとをしない

注1：「43）親を信用している」は，「親をたよりにするあり方」と意味的に重複すると考えられたため，表

に含めなかった。

注2：「44）親に感謝している」は，「親をたよりにするあり方」の各段階に対応する内容がみられたため，
表に含めなかった。
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た。これらの子が認知する9種類の「子の親に対す

るかかわり方」に関する概略的な説明を，＜a＞と

して行なう。そして，＜b＞として各段階における

「父親にかかわるあり方」について説明し，＜c＞

として「母親にかかわるあり方」について説明す

る。

第1段階 全面的に親をたよりにして，子が自分を

親に委ねるというかかわり方

＜a＞ 人間の出産時の状態は「生理的早産

（Portmann，1951高木訳1961）」といわれるよう

に，生まれたばかりの子どもは，他者の世話なしに

生きていくことはできない。乳幼児期の子どもは，

生きるために必要なものを，親をはじめとする周り

の大人から与えられて生活している。子が必要とし

ている食べ物や愛情などを，親が与えることを放棄

すれば，その子が生きていくことは困難になるとい

える。このように，子は親に自分の身を委ねて生活

している。この段階の「子の親に対するかかわり

方」は，乳幼児期に特徴的にみられるといえる。け

れども，年齢的には既に乳幼児期ではない青年に

も，このようなかかわり方がみられることもある。

例えば，物事の決断を全て親任せにしている青年

は，心理的には親を全面的にたよりにして，親に自

分を委ねているといえる。

＜b＞ 従う

第1段階の「父親にかかわるあり方」は，「従う」

である。このあり方に含まれるグループは，「1）

親に従う」である。具体的な記述として，「親に逆

らえない」，「親の言うことは何でもきく」などがみ

られた。この段階の子にとって，親は自分の生死を

左右する大きな力を持った存在であるといえる。ま

た，この時期に，親からトイレットトレーニングを

受けることで，子は社会生活ができるようになる。

このように，親は強大な力を持って子を統制し，子

は，そのような親に「従う」と考えられる。

くc＞ 密着する

第1段階の「母親にかかわるあり方」は，「密着

する」である。このあり方に含まれるグループは，

「2）親といっしょにいると安心する」，「3）親に

かくしごとをしない」である。この段階の子にとっ

て，親は自分の欲求を何でも満たしてくれる万能を

存在であるといえる。乳幼児期の子は，泣くことに

よって，自分の欲求を親に伝えようとする。また，

この時期の子は，親との間に愛着を形成していく。

子は，栽に「密着する」ことで，自分の欲しいもの

を手に入れて，安心して生活することができると考

えられる。

第2段階 たよりになる理想的な親を子がまねると

いうかかわり方

＜a＞ 児童期になると，子は親をモデルとして，

親の姿をまねるようになる。Erikson（1959小此

木・小川・岩男訳1973）は，児童期の子どもが両

親に同一視することで，発達していくことを指摘し

ている。この段階の子にとって，親とはたよりにな

る理想的な存在であるといえる。そのような理想的

な親をまねることで，子は発達していくのである。

＜b＞ 習う

第2段階の「父親にかかわるあり方」は，「習う」

である。このあり方に含まれるグループは，「4）

親から学ぶ」，「5）親をモデルにする」，「6）親の

期待に合わせる」，「7）親の期待に合わせて演じ

る」である。この段階の子は，理想的な親のように

なりたいと，親をモデルにして親に習おうとする。

ここでは，そのような理想的な親の期待に合わせ

て，子が生きることもみられると考えられる。けれ

ども，親の期待に合わせて生きていくことは，子が

自分の本当の意志や思いを偽り，親に気に入られる

ような自分を演じることにつながってしまうという

危険性もあるといえる。

＜c＞ 遊ぶ

第2段階の「母親にかかわるあり方」は，「遊ぶ」

である。このあり方に含まれるグループは，「8）

親と一緒に活動する」，「9）親が好き」，「10）親と

会話する」，「11）親に友だちのようにかかわる」で

ある。この段階では，親と一緒に活動したり，会話

をしたりして，子が親と「遊ぶ」ことが特徴的であ

る。このように，親と「遊ぶ」中で親の姿をまね

て，子は発達していくと考えられる。

第3段階 困った時には親をたよりにして子が親に

頼むというかかわり方

＜a＞ 子どもは，児童期を過ぎると，いつまでも

親のそばにいて，親の言うことを聞いているだけで

はない。この段階の子は，全面的に親をたよりには

しない。いろいろな物事に対して，まずは自分の力

でやってみようと取り組んでいく。そして，何か

困ったことがあった時に，親をたよりにして，子は

親に頼みごとをするのである。この段階は，子が自

分の意志や目標を持って活動している時期に当たる

と考えられる。

＜b＞ 助けてもらう

第3段階の「父親にかかわるあり方」は，「助け

てもらう」である。このあり方の「12）困った時に

は親の助力を求める」というグループには，「親の

アドバイスを参考にする」，「親に買ってもらいたい
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ものをお願いする」などの記述がみられた。このよ

うに，この段階の子は，自分が困った時には，力を

持っている親に，自分を助けてくれるように頼むと

考えられる。

＜c＞ よりどころにする

第3段階の「母親にかかわるあり方」は，「より

どころにする」である。このあり方の「13）困った

時には親に相談する」というグループには，「嫌な

ことがあった時に親に話をする」，「親に悩みごとを

話す」などの記述がみられた。このように，この段

階の子は，自分が困った時には，悩み，混乱した自

分を情緒的に支えてくれることを親に求めていると

考えられる。

第4段階 親をたよりにしたくないとして，子が親

から離れようとするというかかわり方

＜a＞ 青年期になると，子は自分の内面にも世界

があることを発見する。いわゆる自我の発見であ

る。この目覚めたばかりの内面の世界は，デリケー

トで非常に脆いものである。そのため，子は，親が

自分の内面の世界に踏み込んでくることを防ぎ，そ

の内面の世界を守ろうとするのである。さらに，こ

の時期には親からの独立の欲求も高まる。これらの

ことから，子は親をたよりにしたくないとして，親

から離れようとするのである。けれども，この段階

の子は，親をたよりにせずに一人で生きていけるほ

ど，心理的にも，社会的にもまだ準備ができていな

いことが多い。したがって，この段階では，「親を

たよりにしたくない，けれども親にたよってしま

う」というようなアンビバレントな心理状態が，特

徴的にみられることも考えられる。

＜b＞ 批判する

第4段階の「父親にかかわるあり方」は，「批判

する」である。このあり方に含まれるグループは，

「14）親を批判する」，「15）親と対立する」，「16）

親を信用していない」，「17）親に生理的嫌悪を抱

く」，「18）力関係でのアンビバレントな気持ちを親

に抱く」である。この段階の子は，権威や力を持っ

ている親をたよりにすることは，自分が親から自立

していくことの妨げになると感じているといえる。

そのため，親をたよりにしたくないとして，子が親

を「批判する」というかかわり方を示すと考えられ

る。また，「17）親に生理的嫌悪を抱く」という記

述は，父親に対するかかわり方に関する記述とし

て，娘に特徴的にみられた。娘が父親に「生理的嫌

悪」を多く示すのは，娘の中で育ってきた母性が，

父親が象徴的に表す父性と対立するためではないか

と考えられた。

＜c＞ 距離を取る

第4段階の「母親にかかわるあり方」は，「距離

を取る」である。このあり方に含まれるグループ

は，「19）親との距離を取る」，「20）親に秘密を持

つ」，「21）親が嫌い」，「22）親に反発する」，「23）

愛情関係でのアンビバレントな気持ちを親に抱く」

である。青年期に入ると，子は親には言いたくない

ことを抱えたり，友人や恋人と一緒にいる姿は親に

は見せたくないと感じたりする。このように，子が

親に秘密の世界を持つことが，青年期の始まりには

起こるといえる。この段階の子は，そのような秘密

の世界を，親から「距離を取る」ことで守ろうとし

ていると考えられる。

第5段階 親をたよりにしてもしかたがないとし

て，子が親を見切るというかかわり方

＜a＞ 青年期を過ごす中で，子はやがて親の欠点

に気づき，親も完全ではないことを知るようにな

る。そのような欠点を持った親をたよりにしてもし

かたがないとして，子が親を「見切る」ことが起こ

ると考えられる。／ト此木（1991）は，親離れとは

「理想化していた親イメージについて，幻滅（脱錯

覚）が生じて，親をありのままに見ることができる

ようになる体験である」と論じている。このような

幻滅体験は，子が親を，たよりにならない情けない

大人としてみなすことにもつながるといえる。落合

（1995）は，「親が子との距離を最も大きくとり，子

どもと手を切る親子関係」を提唱している。「親を

たよりにしてもしかたがないとして，子が親を見切

るというかかわり方」は，子の側から親との距離を

最も大きくとるかかわり方であると考えられる。こ

のような「親をたよりにしてもしがたないとして，

子が親を見切るというかかわり方」は，親子関係の

危機的な状態であるともいえる。けれども，このか

かわり方は，子が理想的な親像から離れ，親との人

間対人間の関係を築いていくことにつながるという

側面も持っていることが指摘できる。

＜b＞ 蔑視する

第5段階の「父親にかかわるあり方」は，「蔑視

する」である。このあり方に含まれるグループは，

「24）親を蔑視する」，「25）親に似ていることが嫌

だ」である。「24）親を蔑視する」には，「親のよう

になりたくない」，「親に期待しても仕方がない」な

どの記述がみられた。以前は理想的なモデルであっ

た親は，この段階の子にとって，情けない，力のな

い存在としてみなされているといえる。子は，その

ような親を蔑んだり，親のようにはなりたくないと

感じたりしていると理解できる。
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＜c＞ 否定する

第5段階の「母親にかかわるあり方」は，「否定

する」である。このあり方に含まれるグループは，

「26）親を否定する」，「27）親について考えること

はない」である。「26）親を否定する」には，「親が

いなくなればいい」，「どうしてこの人が自分の親な

のかと思う」などの記述がみられた。このように，

この段階の子は，親の存在を全面的に否定しようと

する。そのことによって子は，自分と親とのつなが

りを断ち切ろうとしていると考えられる。

第6段階 親をたよりにする関係の変化を求めると

いうかかわり方

＜a＞ 子は次第に，親をたよりにせずに自分自身

の力で何とかやっていくことができるようになって

いく。その時，子は親と向き合うだけの心理的な余

裕を持つことができるといえる。この段階の子は，

これまでの親との関係を見直し，裁との関係を再構

成していこうとして，親との関係の「変化を求め

る」というかかわり方をしていると考えられる。こ

の段階は，親子関係における転換期に当たると考え

ら讃tる。

＜b＞ 越えようとする

第6段階の「父親にかかわるあり方」は，「越え

ようとする」である。このあり方の「28）親を乗り

越えたいと思う」というグループには，「親に負け

たくない」，「親よりも立派な人間になりたい」など

の記述がみられた。この段階では，親よりもカヤ権

威をもった立派な人間になりたいとして，子が親を

乗り越えていこうとしているといえる。このこと

は，子と親の力関係が逆転していくことにつながっ

ていくと考えられる。

＜c＞ 向き合おうとする

第6段階の「母親にかかわるあり方」は，「向き

合おうとする」である。このあり方に含まれるグ

ループは，「29）親との関係を続けていきたい」，

「30）親のことを理解したい」である。子にとって，

親との関係は切っても切れないものであるといえ

る。この段階の子は，そのような親との関係を自覚

し，その関係をよりよいものにしていこうと努力し

親と向き合おうとしていると考えられる。

第7段階 親をたよりにできるかどうかにかかわら

ず，子が親を一人の人間として理解するというかか

わり方

＜a＞ この段階に至る以前の「子の親に対するか

かわり方」は，親をたよりにできるかどうかが，子

にとって大きな問題になっていたといえる。けれど

も，この段階では，親をたよりにできるかどうか

を，子は問題にはしていない。この段階の子は，親

が自分の親であるだけではなく，自分と同じように

悩み迷いながら人生を歩んでいる一人の人間である

ことを理解するようになっている。すなわち，この

段階では，親と子の関係が，人間対人間の関係に

なっていくものとして理解できる。

＜b＞ 認める

第7段階の「父親にかかわるあり方」は，「認め

る」である。このあり方に含まれるグループは，

「31）親とは別個の人間である」，「32）親の苦労を

理解する」である。これらの記述から，この段階の

子は，親を自分とは違う人生を生きる個別の人間で

あることや，親のこれまでの苦労を認めるように

なっていると考えられる。

＜c＞ 受容する

第7段階の「母親にかかわるあり方」は，「受容

する」である。このあり方に含まゴlるグループは，

「33）親を受容する」，「34）この親でよかったと思

う」である。親も人間である以上，完全であること

はありえない。この段階の子は，そのような欠点を

持った不完全な親を，一人の人間として受容する。

そして，他の誰でもない親という人間が，自分の観

であることを受け入れていると考えられる。

第8段階 親をたよりにすると同時に親のたよりに

なりたいとして，子が親を思いやるというかかわり

方

＜a＞ 青年期も終わりに近づくと，子は親をたよ

りにすると同時に親のたよりになりたいと願うよう

になると考えられる。けれども，この段階の子は，

心理的にも，社会的にも，直接的に親のたよりにな

るだけの準備や能力はまだ十分でない場合が多い。

そのような時期に子は，親のたよりになりたいとい

う思いをせめて親に向けて，親を「思いやる」と考

えられる。

＜b＞ 尊重する

第8段階の「父親にかかわるあり方」は，「尊重

する」である。このあり方に含まれるグループは，

「35）親を尊敬している」，「36）親を信頼している」

である。この段階の子は，親の立場や生き方を「尊

重」して，親にかかわっているといえる。この段階

では，子にとって，親とは，一度失った権威や力を

再び取り戻した存在であると考えられる。

＜c＞ いたわる

第8段階の「母親にかかわるあり方」は，「いた

わる」である。このあり方に含まれるグループは，

「37）親をいたわる」，「38）親は大切な存在である
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と思う」，「39）親に同情する」である。この段階の

子は，親のことを心配したり，親に配慮したりす

る。このことは，子が親からの愛情をM山＝一方的に求め

るだけではなく，自分から親に愛情を向けることが

できるようになったと考えられる。

第9段階 親をたよりにすると同時に親のたよりに

なり，子が親を支えるというかかわり方

＜a＞ 第8段階では，子は親のたよりになりたい

と願ってはいたが，直接的に親のたよりになること

は，できていなかった。この第9段階では，子は親

をたよりにすると同時に親のたよりになり，親を実

際に「支える」のである。この段階の親子関係は，

親と子が互いにたよりあう関係であるともいえる。

このようなかかわり方は，子が心理的にも安定し，

社会的にも力を持つようになった，青年期以降の成

人期に特徴的に現れてくると考えられる。この第9

段階が，子が心理的離乳を遂げた状態であると理解

できる。

＜b＞ 助ける

第9段階の「父親にかかわるあり方」は，「助け

る」である。このあり方に含まれるグループは，

「40）親を助ける」，「41）親と対等にたよりあう」

である。この段階の子は，物理的にも，情緒的に

も，親を「助ける」ということが考えられる。子

は，自分も力や権威を持った存在として，親を助

け，時には親を導いていくこともみられるであろ

う。このように，この段階の子は，自らが親に対し

て「父性」を発揮していると考えられる。

＜c＞ 養う

第9段階の「母親にかかわるあり方」は，「養う」

である。このあり方の「42）親の相談に乗る」とい

うグループには，「親の相談に乗る」，「親の話を聞

く」などの記述がみられた。この段階には，子が親

の相談に乗るだけはなく，より直接的に親の世話を

したり，親を養ったりするというかかわり方も含ま

れると考えられる。そのように，この段階の子は，

自らが親に対して「母性」を発揮していると考えら

れる。

3一 子が認知する「子の親に対するかかわり方」

からみた心理的離乳への過程に関する仮説

子が認知する「子の親に対するかかわり方」に関

する記述を整理した結果をもとに，「子の親に対す

るかかわり方」を「子がどのように認知している

か」という観点から，心理的離乳への過程に関する

次の3つの仮説が提起された。

（1）子が認知する「子の親に対するかかわり方」

は，「子が親をたよりにするあり方」という観点か

ら分析することが有効であり，この観点をもとに次

の9種類に分けられる。

1】全面的に親をたよりにして，子が自分を親に委

ねるというかかわり方

2】たよりになる理想的な親を子がまねるというか

かわり方

3仙困った時には親をたよりにして，子が親に頼む

というかかわり方

4∬親をたよりにしたくないとして，子が親から離

れようとするというかかわり方

5…親をたよりにしてもしかたがないとして，子が

親を見切るというかかわり方

6…親をたよりにする関係の変化を求めるというか

かわり方

7－親をたよりにできるかどうかにかかわらず，子

が親を一人の人間として理解するというかかわ

り方

8一親をたよりにすると同時に親のたよりになりた

いとして，子が親を思いやるというかかわり方

91親をたよりにすると同時に親のたよりになり，

子が親を支えるというかかわり方

（2）心理的離乳は，上記の9つの順に経過して

いく。

（3）心理的離乳を遂げた状態とは，第9段階の

「親をたよりにすると同時に親のたよりになり，子

が親を支える」という状態である。すなわち，「子

の親に対するかかわり方」が，一方的に親をたより

にするかかわり方から，親を一人の人間として理解

するかかわり方を経て，親をたよりにすると同時に

親のたよりになるかかわり方に至り，心理的離乳は

遂げられる。

落合（1995）は，心理練乳を遂げた状態とは，心

理的に，子が子でありながら親になり，親は親であ

りながら子になった状態であると論じている。本研

究では，その状態に至る過程において，子は親に，

観でありながら一人の人間としてかかわる状態があ

ると考えられた。

上記の心理的離乳への過程に関する3つの仮説の

他に，子が認知する9種類の「子の親に対するかか

わり方」は，3種類ずつ，さらに大きく3つにまと

められるのではないかと考えられた（′払ble3参

照）。ここでは，次のような「子の親に対するかか

わり方」の変化が考えられる。初めに，子が発達し

ていくために「父性」と「母性」の働きを必要とし

て，「Ⅰ父性・母性を求める」というかかわり方が

みられる。続いて，子が発達するにつれて，今まで

のように「父性」と「母性」を享受するだけでよい
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のか，過剰な「父性」と「母性」は自分の自立を妨

げるのではないかというように，「二父性・母性を

問い直す」ことがみられるようになる。さらに，子

は葛藤や模索の末，一方的に親に「父性」と「母

性」を求めるだけでなく，「Ⅲ父性・母性を自ら発

揮する」というかかわり方を親に示すようになると

考えられる。

また，仮説として提起された，子が認知する9種

類の「子の親に対するかかわり方」について，落合

（1995）が提唱した心理的離乳への5段階過程仮説

との対応も考えられた。落合（1995）は，親子間の

心理的距離の大きさをもとに，子が認知する「親の

子に対するかかわり方」を分類している。したがっ

て，親子間の心理的距離の大きさをもとに，本研究

で提起された子が認知する9種類の「子の親に対す

るかかわり方」と，落合（1995）によって提唱され

た「親の子に対するかかわり方」との対応につい

て，nble4に整理した。ここでは，子が認知する

「子の親に対するかかわり方」と「親の子に対する

かかわり方」との認知のズレが問題になると考えら

れる。例えば，子は「親をたよりにしたくないとし

，

，

○

て

を

る

子が親から離れようとするというかかわり方」

自分の親に対するかかわり方として認知してい

それに対して，「親が子を目の届く範囲に置い

て，子どもを危険から守る」というかかわり方を親

はしていると，子が認知する。そのような時，子

は，親を自分の成長を妨げ阻害する存在であると思

うと考えられる。落合（1995）が指摘するように，

1もble3 子が認知する9種類の「子の親に対するかかわり方」の整理

ト全面的に親をたよりにして，子が自分を親に匿蚕豆
Ⅰ 父性・母性を求める2－たよりになる理想的な親を子方痩蚕豆

3…困った時には親をたよりにして子が親に匪司
4－親をたよりにしたくないとして，子が親から【離れようとするl

Ⅱ 父性・母性を問い直す5－親をたよりにしてもしかたがないとして，子が親を直垂司
6…親をたよりにする関係の‡変化を求める】

7－親をたよりにできるかどうかにかかわらず，子が親を一人の人

Ⅲ 父性・母性を自ら発揮する

間として匪重責司
8－親をたよりにすると同時に親のたよりになりたいとして，子が

親を匿茫頭

9一親をたよりにすると同時に親のたよりになり，子が親を匿真二亙

nble4 子が認知する「子の親に対するかかわり方」と落合（1995）による心理的離乳への5段階過程仮説と

の対応

子が認知する 子が認知する

「子の親に対するかかわり方」 「親の子に対するかかわり方」（落合，1995）

卜全面的に親をたよりにして，子が自分を親に匿泰司 ①親が子を手の届く範囲に置いて，子どもを
抱え込み養う

2－たよりになる理想的な親を子方彊蚕豆 ②親が子を目の届く範囲に置いて，子どもを
危険から守る

3一因った時には親をたよりにして子が親に匪亘
4－親をたよりにしたくないとして，子が親から ③親が，自分の目の届かない遠くに行ってし

離れようとする まった子どもの成長を念じる

5－親をたよりにしてもしかたがないとして，子が親を医更司④親が子どもとの距離を最も大きく取り，子
どもと手を切る

6】親をたよりにする関係の変化を求めるl
（親でありながら一人の人間となる）

7一親をたよりにできるかどうかにかかわらず，子が親を一人

の人間として匪変更亙
8∽親をたよりにすると同時に親のたよりになりたいとして，

⑤子は子でありながら親になり，親は親であ

りながら子になる
子が親を直垂夏蚕
9一親をたよりにすると同時に親のたよりになり，子が親を

匿互司
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「いい親子関係は，子どもの発達とともに変化する」

必要があるといえる。すなわち，心理的離乳を遂げ

るためにほ，子が変わっていくだけではなく，親も

また変わっていく必要がある。子と親の双方が，心

理的離乳を進めていくために努力をしていくこと

が，親子関係においては大切であるといえる。

今後は，本研究において提起された「子の親に対

するかかわり方」を「子がどのように認知している

か」という観点からみた心理的離乳への過程に関す

る仮説を確かめる必要がある。さらに，′払blelに

整理された，親子関係を検討するための「かかわり

方の主体」と「認知の主体」という観点を合わせ

て，心理的離乳への過程を解明していくことが課題

である。

要 約

本研究の目的は，「子の親に対するかかわり方」

を「子がどのように認知しているか」という観点か

ら，心理的離乳への過程に関する仮説を提起するこ

とである。そのため，中学生，高校生，大学生，大

学院生の計301名から，「子の親に対すかかわり方」

の認知に関する記述を収集した。収集された記述を

整理した結果，「子の親に対するかかわり方」を

「子がどのように認知しているか」という観点から，

心理的離乳への過程に関する次の3つの仮説が提起

された。

（1）子が認知する「子の親に対するかかわり方」

は，「子が親をたよりにするあり方」という観点か

ら分析することが有効であり，この観点をもとに次

の9種類に分けられる。

1－全面的に親をたよりにして，子が自分を親に委

ねるというかかわり方

2…たよりになる理想的な親を子がまねるというか

かわり方

3一因った時には親をたよりにして，子が親に頼む

というかかわり方

4〉親をたよりにしたくないとして，子が親から離

れようとするというかかわり方

5一親をたよりにしてもしかたがないとして，子が

親を見切るというかかわり方

6－親をたよりにする関係の変化を求めるというか

かわり方

7…親をたよりにできるかどうかにかかわらず，子

が親を一人の人間として理解するというかかわ

り方

8－親をたよりにすると同時に親のたよりになりた

いとして，子が親を思いやるというかかわり方

9－親をたよりにすると同時に親のたよりになり，

子が親を支えるというかかわり方

（2）心理的離乳は，上記の9つの順に経過して

いく。

（3）心理的練乳を遂げた状態とは，第9段階の

「親をたよりにすると同時に親のたよりになり，子

が親を支える」という状態である。すなわち，「子

の親に対するかかわり方」が，一方的に親をたより

にするかかわり方から，親を一人の人間として理解

するかかわり方を経て，親をたよりにすると同時に

親のたよりになるかかわり方に至り，心理的離乳は

遂げられる。
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Appendix「子の親に対するかかわり方」の認知に関する各グループの記述例と記述数

記述数

グループ名と記述例 中学生 高校生 大学生 院生

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
合計

ト全面的に親をたよりにして，子が自分を親に委ねるというかかわり方

従う（父親にかかわるあり方）

1）親に従う 父 9 8 5 5 6 ユ4 1 2 50

親には逆らえない 母 0 5 1 2 2 13 1 1 25

密着する（母親にかかわるあり方）

2）親といっしょにいると安心する 父 1 4 2 2 2 4 0 116

親といると落ち着く 母 6 26 8 13 10 46 0 6 115

3）親にかくしごとをしない 父 0 0 0 0 1 0 0 0 1

親には何でも話す 母 1 7 0 3 4 17 0 0 32

2－たよりになる理想的な親を子がまねるというかかわり方

習う（父親にかかわるあり方）

4）親から学ぶ 父 0 2 0 1 2 8 0 0 13

親から学ぶことが多い 母 2 1 0 0 1 4 0 0 31

5）親をモデルにする 父 8 13 8 6 8 27 4 3 77

親のようになりたい 母 2 17 0 9 6 26 0 2 62

6）親の期待に合わせる 父 0 5 2 ユ 2 5 1 1 17

親の期待に応えようとする 母 4 8 3 0 7 12 1 0 35

7）親の期待に合わせて演じる 父 0 0 0 0 0 6 0 0 6

いい子でいたい 母 0 0 0 0 1 4 0 0 5

遊ぶ（母親にかかわるあり方）

8）親と一緒に活動する 父 16 25 8 11 13 59 2 7 141

親と出かける 母 3 21 1 11 4 45 0 5 90

9）親が好き 父 1 11 2 14 3 35 2 7 75

親と仰がいい 母 6 21 1 19 11 82 4 4 148

10）親と会話する 父 11 15 12 16 15 37 3 7 116

親に毎日の出来事を話す 母 7 18 7 14 21 50 12 6 135

11）親に友だちのようにかかわる 父 0 0 0 0 2 0 0 0 2

親を友だちのように思う 母 0 4 0 0 3 17 0 0 24

3一因った時にば親をたよりにして子が親に頼むというかかわり方

助けてもらう（父親にかかわるあり方）

12）困った時には親の助力を求める 父 0 3 1 3 7 30 2 1 47

親のアドバイスを参考にする 母 0 2 3 3 5 24 0 1 38

よりどころにする（母親にかかわるあり方）

13）困った時には親に相談する 父 1 1 0 2 1 5 0 0 10

嫌なことがあった時に親に話をする 母 2 16 1 5 6 28 0 4 62
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記述数

グループ名と記述例 中学生 高校生 大学生 院生

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
合計

4一親をたよりにしたくないとして，子が親から離れようとするというかかわり方

批判する（父親にかかわるあり方）

14）親を批判する 父 8 18 6 8 6 38 1 0 85

親の欠点を批判する 母 8 10 6 2 10 34 4 1 75

15）親と対立する 父 2 10 2 3 2 6 0 1 26

親とケンカをする 母 3 5 3 7 2 17 2 0 39

16）親を信用していない 父 1 6 0 0 1 5 1 0 14

親を信用していない 母 2 1 3 2 2 4 1 0 15

17）親に生理的嫌悪を抱く 父 0 4 1 2 1 3 0 0 11

親が気持ち悪いと思う 母 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18）力関係でのアンビバレントな気持ち 父 1 1 0 0 0 1 0 0 3

を親に抱く 母 0 0 2 2 0 1 0 0 5

距離を取る（母親にかかわるあり方）

19）親との距離を取る 父 14 36 15 22 32 75 7 7 208

親と一緒にいたくない 母 18 17 31 10 30 37 5 4 152

20）親に秘密を持つ 父 4 8 2 2 0 4 1 0 21

親には話せないこともある 母 4 9 2 0 3 7 0 1 26

21）親が嫌い 父 9 12 1 9 8 21 0 0 60

親が嫌いだ 母 6 16 5 8 1 5 0 2 43

22）親に反発する 父 3 8 2 2 0 10 0 0 25

親に苛立ちを感じる 母 0 2 0 3 2 6 0 0 13

23）愛情関係でのアンビバレントな気持 父 0 1 1 1 0 0 0 0 3

ちを親に抱く 母 0 3 2 4 0 2 0 0 11

5一親をたよりにしてもしかたがないとして，子が親を見切るというかかわり方

蔑視する（父親にかかわるあり方）

24）親を蔑視する 父 4 9 3 3 15 14 1 1 50

親には期待しても仕方がない 母 1 0 0 1 0 4 0 1 7

25）親に似ていることが嫌だ 父 0 0 1 0 0 1 1 0 3

親に似ている所が嫌いだ 母 0 0 0 0 0 1 0 0 1

否定する（母親にかかわるあり方）

26）親を否定する 父 3 13 0 1 0 5 0 0 22

親はいない方がいい 母 1 6 0 0 2 2 0 0 11

27）親について考えることはない 父 0 0 1 0 2 0 2 0 5

親について考えることはない 母 2 0 0 0 0 0 1 0 3

6一紙をたよりにする関係の変化を求めるというかかわり方

越えようとする（父親にかかわるあり方）

28）親を乗り越えたいと思う 父 1 0 2 0 6 1 1 0 11

親に負けたくない 母 0 1 0 0 0 0 0 0 1

向き合おうとする（母親にかかわるあり方）

29）親との関係を続けていきたい 父 0 1 1 3 0 17 0 0 22

親ともっと話すようにしようと思う 母 0 0 0 0 3 10 1 0 14

30）親のことを理解したい 父 0 0 0 1 0 0 0 0 1

親の考えを理解したい 母 0 6 2 0 0 5 0 0 13
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記述数

グループ名と記述例 中学生 高校生 大学生 院生

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
合計

7一親をたよりにできるかどうかにかかわらず，子が親を一人の人間として理解するというかかわり方

認める（父親にかかわるあり方）

31）親とは別個の人間である 父 0 0 0 0 0 0 3 0 3

親と私は別の人間である ‾‾す……ら…‾‾ら…【■う‖‾‾甘－…6‾‾…6山…‾i…‾‾畠▲‖イ
32）親の苦労を理解する 父 ユ

親は大変だったと思う

3 4 3 3 9 ユ 0 24

母 4 10 4 2 12 17 4 0 53

受容する（母親にかかわるあり方）

33）親を受容する 父 0 0 1

親は今のままでいい

0 ユ 3 0 0 5

母 0 2 0 0 3 4 0 0 9

34）この親でよかったと思う 父 1

この親が自分の親でよかった

3 0 2 3 4 0 3 16

母 3 4 0 0 1ユ 11 0 1 30

8一親をたよりにすると同時に親のたよりになりたいとして，子が親を思いやるというかかわり方

尊重する（父親にかかわるあり方）

35）親を尊敬している 父 5 10 6 4 19 21 3 3 71

親は自分の誇りだ 母 3 9 3 6 15 36 1 6 79

36）親を信頼している 父 0 0 0 1 1 3 3 1 9

親を信頼している 母 0 1 0 3 3 14 2 1 24

いたわる（母親にかかわるあり方）

37）親をいたわる 父 1 3 2 4 13 39 12 11 85

親のことを心配する 母 2 5 2 5 7 37 13 8 79

38）親は大切な存在であると思う 父 0 3 4 1 2 4 0 2 16

親は大切な存在だ 母 0 5 6 2 3 8 0 0 24

39）親に同情する 父 0 0 0 0 0 6 0 1 7

親のことがかわいそうだと思う 母 0 0 0 0 0 6 1 0 7

9一親をたよりにすると同時に親のたよりになり，子が親を支えるというかかわり方

助ける（父親にかかわるあり方）

40）親を助ける 父 0 0 0 0 1 0 2 1 4

親に助言する 母 0 3 0 2 3 4二 3 6 21

41）親と対等にたよりあう 父 0 0 0 0 0 0 1 0 1

親と相談し合う 母 0 0 0 0 1 1 0 0 2

養う（母親にかかわるあり方）

42）親の相談に乗る 父 0 0 0 0 0 1 0 1 2

親の話を開く 母 0 0 0 0 2 8 0 0 10

今回の整理に含めなかったグルーフ

43）親を信用している 父 0 0 3 1 1 2 0 0 7

母 3 8 7 5 10 19 1 1 54

44）親に感謝している 父 0 3 4 2 9 14 3 0 35

母 3 5 8 3 18 18 9 2 66

合計
父 105 239 102 136 188 537 58 611426

母 96 274 112 146 224 686 67 681673




